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　川辺川の河川改修を求める意見書の提出、平成26年相良村議会６月定例会で
可決されました意見書を、本県選出の金子衆議院議員（秘書）松村、馬場両参
議院議員（秘書）様に意見書を手渡し要請しました。
　意見書の内容は下記の通りです。

記

川辺川の河川改修を求める意見書
　日本三急流の一つである球磨川の支流川辺川は、平成19年から平成24年まで６年連続
で国土交通省の水質調査で日本一の清流として認定されております。この清流川辺川は
相良村民の誇りであり、心のよりどころでもあります。これらを未来に手渡すことこそ
村民の責務であると考えております。
　国及び熊本県は「ダムによらない治水対策を求める」方針を示され、平成21年には国・
熊本県・球磨川流域12市町村による「ダムによらない治水を考える場」が設置され、数
回に渡り検討、協議がされているところです。
　そのような中で、川辺川は度重なる洪水災害では、川辺川の氾濫により家屋の床上、
床下浸水や60haにおよぶ水田が冠水や流失に見舞われ甚大な被害を受けております。
　また、村内の国道、県道、村道、農道等の道路網も冠水し、路肩の崩壊等により寸断
され日常生活に多大な支障をきたしました。
　その後、国においては、未だ具体的な対策が取られていない所が多々ありますので、
国・熊本県におかれましては河川整備基本方針等に基づき、川辺川流域住民の生命と財
産が脅かされることのない、安全で安心して生活できるよう、相良村議会の総意に基づ
き、次の事項が早期に実現できるよう強く要望するものです。

記
１．河道内堆積土砂の掘削、除去を恒常的に実施すると共に、河道内樹木等
の適正な伐採など、本来有する治水機能を最大限発揮できるよう適正な維
持管理の充実を図ること。
２．計画的な治水対策を進めるために河川整備計画の早期策定を図ること。
３．冠水常襲地帯の洪水災害の解消及び予防するために堤防の修復、嵩上げ
護岸の強化等の河川改修を促進すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　平成26年８月25日

金子衆議院議員へ 馬場参議院議員へ松村参議院議員へ

川辺川の河川改修を求める意見書を提出

相良村議会議長　友田 政春
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９月定例会９月定例会

　平成26年第６回９月定例会が、９月11日から19日までの９日間の会期で開催され、健全化判
断比率の報告等２件、平成25年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定７件、平成26年度
一般会計及び特別会計の補正予算６件、条例の一部改正及び制定等５件が提案され、慎重に審
議した結果、原案どおり認定及び可決しました。また、議員発議により、相良村議会議長の不
信任決議案が提出されましたが、賛成少数で否決されました。
　一般質問には８人が登壇し、村長の考えを質しました。

○ 認定議案・・・原案認定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計 一　　般 国　　保 簡易水道 農集排
森林総合
研究所分
収造林

介　　護 後期高齢
者 合　　計

収入済額　　　　　A 3,675,837 706,197 117,722 254,168 3,353 646,361 48,354 5,451,992
支出済額　　　　　B 3,498,007 632,403 114,759 251,800 3,353 609,567 47,792 5,157,681
歳入歳出差引残額
（A-B）　　　　　　C 177,830 73,794 2,963 2,368 0 36,794 562 294,311

翌年度へ繰り越すべき
財源　　　　　　　D 52,123 0 0 0 0 0 0 52,123

実質収支（C-D）　　E 125,707 73,794 2,963 2,368 0 36,794 562 242,188

国民健康保険特別会計については、実質収支の内2,000万円を基金へ繰入。
森林総合研究所分収造林特別会計については、平成25年度で廃止された。

○ 報告案件
　報告第４号　健全化判断比率の報告
　報告第５号　資金不足比率の報告

○ 特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第32号　平成２６年度相良村国民健康保険特別会計補正予算(第１号)
　議案第33号　平成２６年度相良村簡易水道特別会計補正予算(第１号)
　議案第34号　平成２６年度相良村農業集落排水特別会計補正予算(第１号)
　議案第35号　平成２６年度相良村介護保険特別会計補正予算(第１号)
　議案第36号　平成２６年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

○ 条例議案・・・原案可決
　議案第37号　相良村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

の制定
　議案第38号　相良村保育の必要性の認定に関する条例の制定
　議案第39号　相良村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の制定
　議案第40号　相良村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
　議案第41号　相良村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

○ 議員発議・・・否決
　発議第２号　相良村議会議長の不信任決議案

平成26年  第6回定例会
平成25年度  一般会計及び特別会計の決算を認定
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9月定例会9月定例会

議案第31号　平成26年度相良村一般会計補正予算（第４号）

　歳入歳出それぞれに8,186万8千円を追加し、総額33億6,294万円とする補正で、採決の結果、
賛成多数で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

国 庫 支 出 金 347,736 13,431 361,167 民生費国庫補助金等

県 支 出 金 353,852 16,832 370,684 農林水産業費補助金等

繰　 入　 金 　　126,823 　 2,100 128,923 地域振興基金等

繰　 越　 金 67,345 48,897 116,242 繰越金

諸　 収　 入 　　 21,746 608 22,354 市町村振興事業補助金等

歳 入 合 計 3,281,072 81,868 3,362,940

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

総 　 務 　 費 524,926 7,705 532,631 修繕料等

民　 生 　 費 826,276 696 826,972 賃借料等

衛　 生 　 費 275,373 2,458 277,831 委託料等

農 林 水 産 業 費 569,026 22,391 591,417 補助金等

商　 工 　 費 15,747 6,300 22,047 補助金等

土　 木　 費 236,374 33,818 270,192 委託料及び工事請負費等

教　 育 　 費 290,114 8,500 298,614 委託料及び工事請負費等

歳 出 合 計 3,281,072 81,868 3,362,940
※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

相良村議会　12月定例会のお知らせ
　12月定例会は、12月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像開始
（翌日から見られます）

　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、議会ライブ中継を実施してお
りましたが、利用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を受け、映像の録画配信を実施するこ
とになりました。本会議日の（※）翌日18時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成26年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）

相良村ホームページ　http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
　　　　　　　　　　相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５－１０３８）
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一 般 質 問

の
振
興
と
方
針
と
推
進
作
物
は
ど
の
様
な
物

か
。

村
長 

農
地
集
積
、
ニ
ン
ニ
ク
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
薬
草
の
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
に
も

力
を
入
れ
た
い
。

農
業
法
人
を
進
め
る
計
画
や
支

援
は
、
北
海
道
東
部
津
別
町
の
農
業
法
人

で
は
、
６
戸
の
農
家
で
３
戸
に
30
代
夫
婦

の
後
継
者
が
い
て
、
玉
ね
ぎ
等
で
粗
収
入

２
億
３
千
万
円
、
札
幌
近
郊
南
幌
町
の
法

人
で
は
退
職
が
70
歳
、
退
職
金
７
０
０
〜

１
０
０
０
万
円
の
制
度
を
設
置
し
て
い
る
所

も
あ
る
。
本
村
も
研
修
と
か
補
助
金
制
度
を

充
実
し
、
や
る
気
や
先
見
の
目
が
あ
る
人
を

育
成
し
て
は
。

村
長 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
問
題
や
事

務
負
担
軽
減
に
村
が
関
わ
っ
て
い
く
か
、
ク

リ
ア
す
べ
き
問
題
、
人
材
が
育
た
な
い
事
に

は
何
を
や
っ
て
も
上
手
く
い
か
な
い
、
新
規

就
農
補
助
金
と
か
奨
励
金
を
設
け
た
の
で
活

用
を
。

③
鳥
獣
害
等
の
対
策
に
つ
い
て

村
の
捕
獲
頭
数
、
被
害
額
は
、
防

獣
ネ
ッ
ト
と
補
助
に
つ
い
て
、
来
年
５
月
施

行
鳥
獣
保
護
法
の
改
正
で
は
捕
獲
頭
数
増
、

企
業
参
入
、
ラ
イ
フ
ル
自
宅
保
管
、
夜
間
使

用
等
捕
獲
内
容
が
変
わ
る
が
、
今
後
の
対
策

は
、
猿
の
被
害
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長 

猿
54
頭
、
１
１
５

万
円
、
鹿
５
６
６
頭
、
２
２
６
万
円
、
猪
24

頭
、
２
４
３
万
円
、
半
額
補
助
が
８
，
２
１

２
ｍ
、
金
網
防
護
柵
補
助
、
交
付
金
１
０
，

１
７
１
ｍ
、
防
護
柵
と
電
気
柵
を
併
用
し
た

①
治
水
対
策
に
つ
い
て

ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討

す
る
場
の
資
料
中
、
蒲
島
知
事
は
、
ダ
ム
建

設
計
画
白
紙
撤
回
を
表
明
し
た
も
の
と
し
、

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い
る
と
、
村
長
は

知
事
よ
り
前
ダ
ム
容
認
し
が
た
い
と
言
わ
れ

た
、
こ
の
よ
う
な
事
で
国
、
県
に
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
具
体
的
な
対
策
を
示
す
べ

き
で
は
、
永
江
地
区
の
集
落
を
囲
む
輪
中
堤

の
要
望
は
。村

長 

ど
れ
だ
け
効
果
が
あ
る
か
別 質

問
段
、
色
ん
な
方
法
を
駆
使
、
県
に
要
望
、
四

浦
地
区
に
避
難
所
問
題
と
か
、
後
は
備
蓄
倉

庫
等
や
備
蓄
品
の
検
討
、
実
現
可
能
な
事
で

な
け
れ
ば
、
安
易
に
言
え
な
い
。

総
務
課
長 

堤
防
嵩
上
げ
が
川
辺
観

音
橋
左
岸
、
永
江
川
辺
大
橋
右
岸
、
宅
地
嵩

上
げ
下
四
浦
地
区
１
棟
、
全
体
の
堆
積
土
砂

掘
削
を
要
望
。

②
農
業
経
営
方
針
に
つ
い
て

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁

答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁

吉松　啓一議員

①
具
体
的
な
治
水
対
策
は
。

②
農
業
経
営
、
推
進
作
物
、
法

人
化
は

③
鳥
獣
害
等
の
対
策
に
つ
い
て
。

④
未
改
良
平
原
十
島
線
カ
ラ
ー

ゾ
ー
ン
は

①
色
ん
な
方
法
を
駆
使
、
県
に
要
望
。

②
農
地
集
積
、
薬
草
、
事
務
負
担
問
題
。

③
専
門
家
の
知
恵
を
借
り
根
気
強
く
続
け
る
。

④
具
体
的
に
調
査
。

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
質
問
内
容
の
全
て
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

物
も
必
要
、
地
域
ぐ
る
み
の
追
い
払
い
活
動

が
極
め
て
有
効
。

村
長 

防
獣
ネ
ッ
ト
は
一
つ
の
大
き

な
対
策
、
被
害
拡
大
し
な
い
様
防
止
に
努
め

る
、
望
む
と
望
ま
ん
に
関
わ
ら
ず
餌
付
け
し

て
し
ま
っ
た
村
民
が
居
る
と
言
う
事
、
専
門

家
の
知
恵
を
借
り
根
気
強
く
続
け
る
、
９
番

議
員
の
知
恵
が
あ
れ
ば
。

長
野
県
で
は
、
オ
オ
カ
ミ
の
血

統
を
持
つ
柴
犬
を
放
し
飼
い
に
し
猿
追
い
払

い
に
一
役
か
っ
て
い
て
効
果
も
出
て
い
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
事
も
試
す
べ
き
で
は
、
中

身
を
検
討
し
早
急
な
対
策
を
。

④
村
道
平
原
十
島
線
の
改
良
に
つ
い
て

計
画
を
前
倒
し
す
る
考
え
は
な
い

か
、
未
改
良
部
分
の
安
全
対
策
と
し
て
改
良
す
る

ま
で
カ
ラ
ー
ゾ
ー
ン
を
３
０
０
ｍ
約
２
４
０
万
位

で
出
来
る
が
す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長 

具
体
的
な
要
望
で
１
年
で
も
早

く
実
現
す
る
よ
う
、
建
設
課
長
に
実
現
可
能
性
を

含
め
指
示
し
て
い
る
。

建
設

課
長 

十
島
側
は

拡
張
工
事
時
に
、

平
原
側
は
地
権

者
と
協
議
の
上
、

進
め
る
。

総
務

課
長 

村
長
と
協

議
し
出
来
る
事

が
あ
れ
ば
設
置

し
て
い
く
事
に
な

ろ
う
。

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問

村
長

川辺地区に現れた猿の群れ

答
弁
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一 般 質 問

人
、
村
社
協
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

等
の
多
様
な
主
体
に
よ
り
ま
す
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
の
以
降

の
新
た
な
入
所
が
、
原
則
要
介
護
３
以

上
に
な
る
予
定
で
す
。

27
年
度
か
ら
の
第
６
期
計
画

に
お
い
て
は
負
担
割
合
は
変
更
さ
れ
る

の
か
。

保
健
福
祉
課
長 

負
担
割
合
に

つ
き
ま
し
て
も
検
討
の
中
身
に
な
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
策
定
委
員
会
に
諮
り

ま
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
土
曜
日
の
授
業
に
つ
い
て

土
曜
日
に
も
授
業
を
実
施
す

質
問

市岡　智惠議員

①
平
成
27
年
度
介
護
保
険
法
の

改
正
内
容
に
つ
い
て

②
土
曜
日
の
授
業
に
つ
い
て

③
深
水
地
区
の
私
道
に
つ
い
て

①
遅
く
と
も
29
年
の
４
月
か
ら
の
実
施

②
今
の
段
階
で
は
、
実
現
出
来
る
か
は
別
の
次
元
で
捉
え

て
い
き
た
い
。

③
法
律
的
な
登
記
上
の
解
決
を
し
た
上
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

①
平
成
27
年
介
護
保
険
法
改
正
内
容
に
つ

い
て

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度

改
正
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
長 

医
療
介
護
連

携
の
強
化
・
認
知
症
施
策
の
推
進
・
地

域
ケ
ア
会
議
の
法
定
化
に
よ
る
強
化
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
・
介

護
予
防
の
効
果
的
な
取
り
組
み
の
推
進

が
求
め
ら
れ
、
予
防
給
付
の
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

国
、
一
律
の
基
盤
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス

か
ら
地
域
の
実
情
に
合
い
ま
し
た
、
市

町
村
の
効
果
的
、
効
率
的
な
実
施
す
る

事
が
新
し
い
、
総
合
事
業
へ
と
移
行
致

し
ま
す
。
移
行
す
る
に
は
、
元
気
高
齢

者
、
住
民
主
体
の
活
動
、
社
会
福
祉
法

質 

問

質 

問

答 

弁

答 

弁

る
県
内
公
立
学
校
が
２
０
１
４
年
度
は

12
市
町
村
・
77
校
に
上
り
、
前
年
度
の

31
校
か
ら
急
増
し
て
居
り
ま
す
。
土
曜

授
業
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
課
長 

土
曜
授
業
の
基
本

的
な
考
え
と
し
ま
し
て
は
学
校
週
５
日

制
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
家
庭
、
地

域
と
の
連
携
に
よ
る
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
行
う
も
の

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。
ま
た
内

容
と
し
ま
し
て
は
家
庭
、
地
域

と
の
連
携
に
よ
る
授
業
や
学
校

行
事
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等

の
外
部
人
材
の
協
力
を
得
て
実

施
す
る
授
業
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
等
に
お
け
る
校
外
学
習

や
体
験
活
動
等
、
ま
た
、
保
護

者
や
地
域
住
民
等
へ
の
公
開
授

業
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。
現
在
、

村
内
の
小
中
学
校
で
は
こ
の
様

な
内
容
で
日
曜
日
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
校
長
先
生
方

の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら

慎
重
に
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

③
深
水
地
区
の
私
道
に
つ
い
て

深
水
地
区
の
私
道
に
つ

答 

弁

い
て
は
村
道
へ
の
変
換
は
出
来
な
い
か
。

村
長 

時
間
が
か
か
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
法
律
的
な
登
記
上
の
解
決
を

し
た
上
で
、
や
り
た
い
、
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
な
と
言
う
事
を
既
に
思
っ

て
居
り
ま
す
。
ず
っ
と
協
議
し
て
い
る

事
で
あ
り
ま
す
し
、
情
報
提
供
は
今
後

議
会
の
皆
様
方
に
は
必
要
に
応
じ
て

や
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
居
る
。

質 

問

質 

問

答 

弁

南小　通常の授業風景

保
健

福
祉
課
長

村
長

村
長

答
弁
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一 般 質 問

質
問

①
定
例
議
会
で
の
観
光
企
画
回
答
の
現
状
に
つ
い
て
。

②
村
長
支
払
い
確
定
の
損
害
賠
償
は
、
期
日
内

に
完
納
さ
れ
て
い
る
か
。

③
上
四
浦
集
落
セ
ン
タ
ー
の
飲
料
水
及
び
防
火

水
槽
に
つ
い
て
。

④
人
吉
球
磨
で
、
相
良
村
が
一
番
低
い
浄
化
槽

設
置
に
別
途
補
助
金
を
交
付
出
来
な
い
か
。

①
案
内
板
は
進
ん
で
い
な
い
。
駐
車
場
、
ト
イ
レ
は
永
江
地
区
に
検
討

②
期
日
内
に
於
い
て
は
９
２
３
万
８
，
４
２
３
円
の
内
３
２
５
万
２
７
３
円

の
支
払
い
で
、
５
９
８
万
８
，
１
５
０
円
が
未
納

③
熊
本
県
の
財
政
支
援
等
補
助
金
を
活
用
し
て
の
計
画
を
し
て
い
る
。

④
交
付
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
観
光
企
画
回
答
の
現
状
に
つ
い
て

平
成
25
年
９
月
定
例
会
で
、

川
辺
川
の
案
内
板
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ

等
の
確
保
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

が
、
対
応
を
現
実
し
な
い
と
い
け
な
い

と
の
答
弁
で
し
た
。
ど
の
様
に
協
議
さ

れ
て
来
ら
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

案
内
板
に
つ
き
ま
し
て

は
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
駐
車
場
、
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
永
江
地
区
に
検
討
を

し
て
い
る
。

②
村
長
支
払
い
確
定
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て

支
払
期
限
７
月
２
日
の
期
限

黒木　正照議員

内
に
完
納
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

会
計
管
理
者 

賠
償
金
と
遅
延

損
害
金
の
額
が
９
２
３
万
８
，
４
２
３

円
。
７
月
２
日
の
納
期
限
ま
で
に

３
２
５
万
２
７
３
円
が
納
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
残
金
の
５
９
８
万
８
，
１
５
０

円
が
未
納
。
納
期
限
後
の
７
月
15
日
に

３
２
５
万
５
，
６
１
６
円
が
納
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
単
純
に
差
引
き
し
ま
す
と

２
７
３
万
２
，
５
３
４
円
に
な
る
訳
で

す
が
納
期
限
は
あ
く
ま
で
も
７
月
２
日

で
す
の
で
遅
延
損
害
金
の
額
が
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

残
額
が
２
７
３
万
２
，
５
３

質 

問
質 

問

質 

問

答 

弁

０
円
位
の
金
額
だ
と
言
う
事
で
、
遅
延

損
害
金
を
含
め
た
請
求
を
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。
今
後
役
場
は
ど
の
様
な
対
応

を
取
ら
れ
て
い
く
事
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長 

９
月
10
日
付
け
で

再
度
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
請
求
書
を

個
人
宛
（
徳
田
正
臣
）
に
送
付
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
代
表
監
査
委
員
が
地

方
公
共
団
体
を
代
表
し
て
訴
訟
を
提
起

す
る
手
続
き
も
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

村
長
の
違
法
行
為
で

生
じ
た
賠
償
金
と
言
う
事
を
肝

に
銘
じ
て
、
村
民
の
方
の
税
金

で
す
、
一
日
も
早
い
村
民
の
方

へ
返
済
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
上
四
浦
集
落
セ
ン
タ
ー
の
飲

料
水
及
び
防
火
水
槽
に
つ
い

て

避
難
場
所
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
飲
料
水
に

関
し
て
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
課
長 

飲
料
水

と
し
て
は
使
用
で
き
な
い
。

以
前
私
の
一
般
質
問

に
、
水
の
問
題
は
集
落
セ
ン

タ
ー
と
近
隣
の
地
域
と
兼
ね
合
わ
せ
て
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁
を
さ
れ
た

が
。

総
務
課
長 

球
磨
川
水
系
に
お

け
る
防
災
、
減
災
ソ
フ
ト
対
策
に
関
す

る
県
の
財
政
支
援
等
補
助
金
を
活
用
し

ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
飲
料
水
を
確
保
し

た
い
。（
防
火
水
槽
に
つ
い
て
も
同
じ

補
助
金
で
設
置
す
る
計
画
と
の
答
弁
で

す
。）

答 

弁

答 

弁
答 

弁

答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問

清流日本一の川辺川

村
長

会
計
管

理
者

総
務
課
長

村
長

答
弁
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と
、
役
場
の
定
員
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。

非
常
勤
が
30
名
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
学

校
に
い
る
職
員
も
含
め
て
で
す
。
傍
聴
の

方
も
含
め
て
残
業
に
つ
い
て
資
料
を
提
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

30
名
の
中
に
８
名
学
校
関
係
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
方
達
は

今
ま
で
技
能
労
務
と
し
て
正
職
員
の
定
数

に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
正
職
員
の
方
達

が
全
部
退
職
し
て
そ
の
後
、
技
能
労
務
職

と
し
て
採
用
し
て
な
い
。
職
員
数
は
減
っ

て
な
い
。
正
職
員
68
名
、
非
常
勤
職
員
30

名
で
１
０
０
人
近
く
職
員
が
要
る
の
で
す

よ
。
相
良
村
の
人
口
５
千
人
未
満
と
し
て

（
人
口
50
人
に
１
人
）
の
割
合
で
職
員
が

い
ま
す
。
多
い
と
思
い
ま
す
。　

質
問
④

村
長 

四
浦
和
紙
を
使
っ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
製
作
、
川
辺
川
で
水
灯
り
の
イ

ベ
ン
ト
、
相
良
村
の
果
物
、
お
茶
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
と
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
四
浦
和
紙
を
使
っ

た
名
刺
、
相
性
の
良
く
な
る
茶
と
か
に
使
っ

て
お
り
ま
す
。
水
灯
り
の
イ
ベ
ン
ト
も
、

サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
り
の
時
に
し
た
訳
で
す
。

お
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ト
の
開
発
等
に
つ

い
て
実
現
し
て
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

質
問
⑤

村
長 

子
ど
も
の
利
益
を
最
大

限
実
現
す
る
様
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
づ
く
り
が
村
づ
く

り
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
自
分
自
身
の

研
鑽
も
含
め
て
努
力
し
ま
す
。

①
福
岡
高
裁
で
相
良
村
の
控
訴
棄
却　

徳
田
村
長
個
人
の
弁
償
と
な
っ
た
、
そ
の
弁

償
金
は
相
良
村
に
返
還
完
了
さ
れ
た
の
か　

村
民
に
迷
惑
を
か
け
た
謝
罪
文
は
。

②
平
成
27
年
度
よ
り
導
入
予
定
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
事
業　

住
民
へ
の
周
知
は
。

③
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
に
つ
い
て

④
上
四
浦
地
区
の
振
興
に
つ
い
て　

熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
部
に
委
託
し
結

果
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か

⑤
平
成
27
年
度
よ
り
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
が
町
村
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
計
画
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
村
内
の
保
育
現
場
か
ら
村
当

局
に
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
要
望
の
内
容
に
添
え
る
努
力
が
必
要
と
思
う
が
。

質
問
①

村
長 

弁
償
金
に
つ
い
て
は
完
納

し
て
い
ま
せ
ん
。
謝
罪
に
つ
い
て
は
、
村

民
の
皆
様
方
に
対
し
て
き
ち
っ
と
経
緯
説

明
を
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
っ
て
居
ま
す
。

質
問
②

総
務
課
長 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入

に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策
で
す
の
で
、
国

に
よ
る
広
報
が
本
年
度
よ
り
始
ま
り
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

周
知
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。
市
町
村
、
税
務

署
、
年
金
事
務
所
等
の
公
的
施
設
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。
国
民
や
民
間
事
業
者
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

本
年
10
月
に
開
設
の
予
定
で
す
。
外
国
人

向
け
の
広
報
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

質
問
③

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
に

つ
い
て
各
課
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
課
長 

４
月
か
ら
８
月
迄
３

７
８
時
間　

仕
事
の
内
容　

福
祉
施
設
の

防
災
訓
練
、
交
通
安
全
関
係
、
上
四
浦
の

振
興
計
画
の
研
究
報
告
会
、
消
防
団
の
規

律
訓
練
、臨
時
福
祉
交
付
金
の
関
係
事
務
、

小善　満子議員

台
風
８
号
の
接
近
に
伴
う
災
害
対
策
本
部

設
置
等

建
設
課
長 

４
月
か
ら
８
月
迄
１

０
７
時
間　

仕
事
の
内
容　

大
き
な
災
害

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
通
常
事
務
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
警
報
関
係
等

税
務
課
長 
４
月
か
ら
８
月
迄
34

時
間　

仕
事
の
内
容　

月
２
回
の
窓
口
延

長
業
務
と
夜
間
徴
収
等

保
健
福
祉
課
長 
４
月
か
ら
８
月

迄
１
６
９
時
間　

仕
事
の
内
容　

保
健
師

に
よ
り
ま
す
自
閉
症
啓
発
デ
ー
、
乳
幼
児

発
達
相
談
、
迷
い
犬
の
捕
獲
、
健
康
づ
く

り
実
践
講
座
、
保
健
師
の
協
議
会
総
会
、

日
曜
日
等
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
引

率
、
健
康
づ
く
り
実
践
教
室
、
男
性
料
理

教
室
等

産
業
振
興
課
長 

４
月
か
ら
８
月

迄
２
３
２
時
間　

仕
事
の
内
容　

各
種
農

業
団
体
の
総
会
出
席
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
サ

ガ
ラ
ッ
パ
出
演
、
災
害
対
策
と
し
て
避
難

所
の
開
設
業
務
、
農
地
集
積
地
区
の
組
合

質
問

の
総
会
、
農
業
委
員
会
長
全
国
大
会
へ
の

出
席
鹿
児
島
空
港
送
迎
等

教
育
課
長 

４
月
か
ら
８
月
迄
２

０
９
時
間　

仕
事
の
内
容　

茶
れ
ん
じ
ク

ラ
ブ
の
総
会
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
議
、

球
技
大
会
茶
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
役
員
会
、
文

化
協
会
総
会
、子
供
会
連
絡
協
議
会
総
会
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
代
表
者
会

議
、
村
民
球
技
大
会
、
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進

協
議
会
総
会
出
席
、
中
体
連
の
応
援
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
新
任
研
修
会
へ
の
参
加
、
郡

体
の
激
励
、
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成

講
習
へ
の
参
加
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

研
修
会
へ
の
参
加
、
い
け
ば
な
教
室
へ
の

対
応
13
回
、
中
学
校
の
空
調
設
備
に
伴
う

停
電
作
業
の
立
ち
会
等

職
員
が
恒
常
的
に
仕
事
、
時
間

外
を
さ
れ
て
い
る
事
は
無
い
と
思
い
ま
す

が
、
か
な
り
の
時
間
で
す
。
非
常
勤
臨
時

職
員
も
30
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
本
当
に
多

く
の
臨
時
職
員
が
必
要
な
の
で
す
か
。

村
長 

数
十
年
前
に
比
べ
ま
す

答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁

質 

問

質 
問

質 

問

答 
弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
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質
問

①
村
道
上
園
高
原
線
の
交
通
安

全
に
つ
い
て

②
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策

に
つ
い
て

①
村
道
上
園
高
原
線
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

村
道
上
園
高
原
線
の
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
こ
の
道
路
は
道
幅

が
狭
く
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、
又
カ
ー
ブ
も
多
い
道
路
で
す
。

対
向
車
側
に
か
な
り
接
近
す
る
車
両
が

あ
り
危
険
な
状
態
で
住
民
の
方
か
ら
ど

う
に
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
注
意
喚
起
を
す
る
標
識
を

立
て
れ
ば
少
し
は
違
う
の
で
は
な
い

か
。
出
勤
時
間
帯
の
40
分
間
に
上
園
公

民
館
側
に
28
台
、
高
原
側
に
15
台
、
計

43
台
の
車
両
の
通
行
が
あ
り
ま
し
た
。

何
ら
か
の
交
通
安
全
対
策
を
講
ず
る
考

え
は
な
い
か
。

建
設
課
長 

現
在
安
全
対
策
の

池田　勝吉議員

為
か
け
切
り
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
交
通
安
全
対
策
を
関
係
課
と
協
議

し
て
対
処
し
た
い
。

村
長 
何
等
か
の
改
良
が
必
要

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
か
啓
発
の
為

の
看
板
等
交
通
安
全
を
確
保
す
る
為
の

看
板
等
交
通
安
全
を
確
保
す
る
仕
組
を

考
え
て
参
り
た
い
。

今
迄
道
路
状
況
を
確
認
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

建
設
課
長　

現
地
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
朝
夕
通
勤
時
間
帯
に
多
く
の

車
が
通
行
し
て
い
る
。
看
板
等
が
必
要

か
ど
う
か
関
係
課
と
協
議
検
討
し
た

い
。

質 

問

質 

問

答 

弁

答 

弁
答 

弁

②
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
に
つ
い
て

２
件
目
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治

水
対
策
に
つ
い
て
、
９
月
２
日
に
も
国

県
側
よ
り
説
明
は
あ
っ
て
居
り
ま
す

が
、
具
体
的
に
は
何
時
頃
か
ら
実
施
す

る
と
言
う
の
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長 

平
成
26
年
度
も
平

成
25
年
度
と
同
様
川
辺
川
の
河
川
改
修

を
求
め
る
要
望
書
を
出
し
て
い
る
。

村
長 

今
出
来
る
事
が
必

ず
あ
る
筈
で
す
の
で
地
元
出
身
の

国
会
議
員
含
め
て
国
交
省
の
方
に

も
要
望
を
伝
え
て
参
り
た
い
。

２
点
目
追
加
し
て
実
施

す
る
対
策
の
中
で
家
屋
を
守
る
対

策
を
優
先
的
に
行
う
と
言
う
事
で

色
分
け
し
て
あ
り
、
そ
の
中
で
特

に
赤
印
の
浸
水
地
区
に
家
屋
あ
り
、

平
川
、
高
尾
野
、
永
江
、
前
田
、

境
田
地
区
に
な
っ
て
い
ま
し
て
早

い
実
現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
願

う
と
こ
ろ
で
す
。
資
料
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
内
水
被
害
も

想
定
さ
れ
ま
す
が
、今
回
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
内
水
被
害
は

考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
と
言
う
文
言

が
あ
り
ま
す
。
永
江
地
区
は
新
層
谷
川
が

流
れ
て
居
ま
し
て
内
水
被
害
が
懸
念
さ
れ

ま
す
永
江
地
区
に
排
水
ポ
ン
プ
の
設
備
の

設
置
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長 

排
水
ポ
ン
プ
設
備
の
設

置
が
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て
協
議
は

し
て
み
た
い
。

地
区
住
民
の
安
心
安
全
の
為
に

も
善
処
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

質 

問

質 

問

答 

弁
答 

弁

答 

弁

①
交
通
安
全
対
策
を
関
係
課
と
協
議
し
て
対
処
し
た
い

①
何
等
の
改
良
が
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す

②
排
水
ポ
ン
プ
設
備
の
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て

協
議
は
し
て
み
た
い

村道上園・高原線

質 

問

建
設
課
長

村
長

村
長

答
弁
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質
問

①
利
水
問
題
、
概
算
要
求

②
国
道
、
歩
道

③
村
道
、
新
並
木
交
差
点

①
報
告
す
る
事
は
な
い
。

②
用
地
が
解
決
し
て
い
な
い
。

③
前
向
き
に
検
討
し
た
。

茂吉　隆典議員

①
利
水
問
題
、
概
算
要
求

利
水
問
題
、
７
月
23
日
、
農

家
と
の
意
見
交
換
の
集
約
が
あ
る
か
、

出
せ
な
い
か
。

村
長 

集
約
は
出
来
て
い
る
。

ご
要
望
で
あ
れ
ば
何
時
で
も
出
せ
ま

す
。

川
辺
川
利
水
事
業
行
政
連
絡

会
議
に
諮
ら
れ
た
意
見
・
要
望
が
協
議

会
に
諮
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
、

執
行
部
で
は
話
さ
れ
た
の
か
、
臨
時
総

会
に
出
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

村
長 

８
月
12
日
の
行
政
連
絡

会
議
、
意
見
・
要
望
を
集
約
し
た
よ
う

な
、
報
告
し
合
っ
た
様
な
会
議
で
、
協

議
す
る
会
議
で
は
無
か
っ
た
。

12
日
の
臨
時
総
会
で
話
を
す

る
べ
き
で
は
無
か
っ
た
か
、
役
員
決
め

だ
け
で
説
明
会
の
報
告
は
無
か
っ
た
。

質 

問
質 

問
答 

弁

村
長 

議
会
に
報
告
す
る
と
言

う
様
な
意
見
は
出
な
か
っ
た
。

農
業
委
員
会
の
４
地
区
か
ら

の
改
選
・
山
江
の
村
長
の
交
代
・
概
算

要
求
に
向
け
て
、
ど
う
話
さ
れ
た
の
か
、

議
員
に
対
し
説
明
・
何
も
諮
ら
れ
な

か
っ
た
。村

長 

概
算
要
求
は
具
体
的
に

上
が
っ
て
来
た
の
は
９
月
の
初
め
頃

で
、
内
容
自
体
が
協
議
す
る
様
に
無

か
っ
た
。概

算
要
求
が
９
月
で
す
か
、

私
は
８
月
中
に
す
べ
き
と
聞
い
て
い

た
、
特
別
に
何
も
諮
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。
中
身
に
つ
い

て
は
、
ど
う
ゆ
う
風
に
さ
れ
た
の
か
。

村
長 

中
身
の
説
明
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
金
額
は
５
億
円
。

25
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
て
い

答 

弁

る
は
ず
で
す
。（
前
年
３
億
円
）

産
業
振
興
課
長 

行
政
会
議
で
は

説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
５
億

円
の
要
求
を
行
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

要
求
の
中
身
が
あ
る
筈
な
ん

で
す
が
。村

長 

特
に
な
い
で
す
。

②
国
道
、
歩
道

国
道
４
４
５

号
線
歩
道
に
つ
い
て
石

坂
の
改
良
後
の
進
捗
状

況
は
。

建
設
課
長 

南

小
学
校
か
ら
役
場
ま
で

測
量
・
地
質
調
査
が
実

施
、
用
地
関
係
が
進
ん

で
い
な
い
。Ｊ

Ａ
前
が
完

全
で
な
い
が
。

建
設
課
長 

用

地
の
問
題
で
解
決
し
な

い
と
進
ま
な
い
。

③
村
道
、
新
並
木
交
差

点

村
道
三
ツ
石
、

錦
線
、
新
並
木
公
民
館

質 

問

質 
問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

の
交
差
点
に
信
号
機
設
置
の
改
良
を

村
長 

県
道
と
し
て
改
良
出
来

な
い
か
と
の
事
、
確
か
に
交
通
量
が
多

い
、
何
ら
か
の
安
心
安
全
の
為
の
確
保

が
出
来
な
い
か
と
、
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

普
通
車
が
や
っ
と
離
合
、
な

の
に
ス
ピ
ー
ド
出
し
て
く
る
。
本
当
に

危
な
い
。

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問
質 

問

新並木公民館近くの交差点

村
長

建
設
課
長

村
長

答
弁
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今
後
、
議
会
に
は
ど
の
よ
う
に
提
案
し
、

理
解
を
求
め
て
い
か
れ
ま
す
か
、
村
長
。

村
長 

こ
の
教
育
人
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
部
で
は
で
す
ね
、
議
会

が
決
む
っ
と
と
云
う
様
な
話
も
あ
り
ま

す
け
ど
、
決
め
る
と
云
う
意
味
が
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
同
意
権
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
同
意
の
意
味
を
し
っ
か
り
考
え
て

頂
い
て
、
よ
っ
ぽ

ど
妙
な
か
人
じ
ゃ

な
い
限
り
は
、
普

通
に
考
え
て
で
す

ね
、
人
物
で
あ
る

な
ら
ば
、
良
か
人

ば
い
と
云
っ
と
い

て
否
決
す
る
の
は

現
実
お
か
し
い
訳

で
す
。
村
民
の
こ

と
を
考
え
る
な
ら

ば
、
教
育
長
の
不

在
で
あ
る
事
の
方

が
よ
っ
ぽ
ど
マ

イ
ナ
ス
で
す
。
全

て
私
は
素
晴
ら
し

い
人
を
出
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

村
民
も
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
本
当
に
村
の
事
を
考
え
る
な
ら
ば
、

や
っ
ぱ
り
こ
の
教
育
長
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
議
員
の
皆
様
方
に
は
、
真
剣
に

考
え
て
下
さ
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
も
っ
と
、
村
民
の
立
場
に
な
っ
て
、

考
え
て
頂
け
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

村道平原地区

質
問

①
村
道
平
原
十
島
線
に
つ
い
て

②
教
育
長
の
不
在
問
題
に
つ
い

て
①
し
っ
か
り
進
め
て
行
く

②
村
民
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
て
頂
け
れ
ば

①
村
道
平
原
十
島
線
に
つ
い
て

村
道
平
原
十
島
線
に
つ
い
て
、

十
島
側
の
道
が
非
常
に
狭
く
現
場
の
拡

張
整
備
が
待
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
担
当
課
へ
ど
の
よ
う
に
指
示

さ
れ
て
居
ま
す
か
。
今
後
ま
た
ど
う
い

う
感
じ
で
居
ら
れ
ま
す
か
、
村
長
。

村
長 

一
言
で
言
え
ば
、
こ
の

村
道
は
非
常
に
気
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
当
た
り
前
で
す
。
始
点
終
点

が
全
線
改
良
さ
れ
て
い
な
い
訳
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
。
建
設
課
長
に
は
、
土
地

交
渉
も
含
め
て
、
時
間
が
か
か
る
事
で

あ
る
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
し
っ
か
り
進
め

て
行
く
よ
う
に
と
云
っ
て
ま
す
。

建
設
課
長
＝
ゴ
ル
フ
場
と
隣

接
す
る
く
ま
川
鉄
道
と
の
協
議
が
必
要

に
な
る
。
村
長
と
協
議
の
上
、
進
め
た

西本巳喜男議員

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
原
側
の
柳
瀬
橋
側
ま
で
の

通
学
路
が
、
今
も
っ
て
見
る
か
ら
に
非

常
に
危
な
っ
か
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

舟
場
付
近
か
ら
平
原
交
差
点
側
ま
で
、

こ
ど
も
達
の
安
心
安
全
の
為
、
歩
道
確

保
と
し
て
の
道
路
整
備
の
考
え
は
な
い

か
。

村
長 

今
後
、
平
原
山
江
線
の

方
に
結
節
す
る
方
向
性
が
あ
る
こ
と
と
、

歩
道
造
っ
た
場
合
の
そ
の
使
用
期
間
と

経
費
を
含
め
て
、
何
ら
か
の
対
策
を
取

る
た
め
、
具
体
的
な
協
議
を
検
討
す
る
。

②
教
育
長
の
不
在
問
題
に
つ
い
て

教
育
長
の
不
在
問
題
に
つ
い

て
、
今
回
も
教
育
委
員
の
人
事
案
件
に

つ
い
て
は
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

質 

問

質 

問

答 

弁
答 

弁

答 

弁
質 

問

答 

弁

村
長

答
弁
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①
空
き
家
対
策
は

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
調
査

が
行
わ
れ
１
５
５
件
と
結
果
が
出
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
空

き
家
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長 

空
き
家
が
現
在

１
５
７
件
、
そ
の
内
、
廃
屋
が
43
件
、

改
修
が
必
要
な
家
屋
が
46
件
で
あ
り
ま

す
。

改
修
の
必
要
が
あ
る
家
屋
が

あ
り
ま
し
た
が
、
村
と
し
て
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

村
長 

廃
屋
や
改
修
が
必
要
な

家
屋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
所
有
物

な
の
で
勝
手
に
村
と
し
て
手
を
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
防
災
、
防
犯
、
景
観
上
そ

れ
に
衛
生
上
に
問
題
に
な
っ
て
く
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
所
有
者
と
の
間
に

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

教育委員を待つ教育委員会

質
問

①
空
き
家
対
策
は

②
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

立
っ
て
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー

ン
者
に
利
活
用
し
て
も
ら
え
ば
有
難
い

と
思
う
し
、
ま
だ
、
空
き
家
の
調
査
を

し
た
ば
か
り
な
の
で
、
ま
だ
確
定
的
な

施
策
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

人
吉
市
で
は
、
独
自
に
廃
屋

対
策
条
例
を
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
危

険
な
空
き
家
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

村
と
し
て
も
独
自
に
条
例
の
制
定
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長 

私
有
財
産
と
言
い
な
が

ら
も
社
会
的
に
危
険
性
が
高
ま
っ
て
く

れ
ば
、
協
議
を
し
な
が
ら
条
例
の
整
備

が
必
要
で
あ
ろ
う
か
と
は
思
っ
て
い
ま

す
。

廃
屋
解
体
は
廃
棄
物
処
理
等

に
費
用
負
担
が
相
当
掛
か
る
と
思
う
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
解
体

後
は
約
４
倍
に
増
え
る
よ
う
な
の
で
、

①
条
例
の
整
備
が
必
要

②
相
手
方
の
同
意
が
あ

れ
ば
提
案
し
た
い

髙岡　重盛議員

質 

問
質 

問
答 

弁

解
体
に
対
す
る
補
助
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

村
長 

個
人
の
財
産
が
原
則
な

の
で
、
解
体
に
対
し
て
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
今
後
勉
強

さ
せ
て
下
さ
い
。

②
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

昨
年
の
９
月
か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
を

伺
い
た
い
。村

長 

今
ま
で
努
力
は
し
て
お

り
ま
す
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中

で
交
渉
を
し
て
も
否
決
さ
れ
た
ら
と
言

う
こ
と
も
あ
り
、
お
願
い
さ
れ
た
ら
教

育
委
員
に
な
っ
て
も
よ
い
と
言
う
勇
気

を
持
た
れ
る
方
が
ど
れ
だ
け
お
ら
れ
る

か
皆
様
に
問
い

た
い
と
言
う
感

じ
が
し
ま
す
。

教
育
委

員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て
、
村
長
と

議
会
と
で
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
話
し

合
い
は
で
き
な
い

の
か
。

村
長 

膝

を
付
き
合
わ
せ
た
い
と
言
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
す
。

村
の
最
高
責
任
者
は
村
長
で
す

の
で
、
約
１
年
間
の
不
在
の
状
況
を
子

ど
も
達
の
た
め
に
も
ま
た
、
教
育
の
た

め
に
も
答
弁
を
伺
い
た
い
。

村
長 

責
任
を
全
う
す
る
に

は
、
人
事
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
議
会
の
同
意
が
必
要

な
の
で
良
識
を
持
っ
て
村
民
の
方
を
向

い
て
頂
き
た
い
。

何
時
の
時
点
で
提
案
さ
れ
る

の
か
伺
い
た
い
。

村
長 

相
手
方
の
同
意
が
あ
れ

ば
直
ぐ
に
で
も
提
案
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁

答 

弁

村
長

答
弁
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川辺川河川改修の要望及び農業の先進地研修

議員研修報告

໐北海道東部、大空町議会
　議会基本条例が15条まであり、第５条は一般質問は１
問１答方式、議員の待ち時間は30分、町長は議員の質問
及び質疑並びに提案内容に対し論点の明確化等を図るた
め確認する事ができる、12条には議会、委員会、議員研
修等活動内容等を町民に定期的に情報を発信します、な
どの条例内容に基づき議会広報は一般質問は基より議案
の質疑内容についても掲載されている。

໐北海道東部、津別町、農業法人㈲おんねファーム（代表　西原芳明氏）
　平成17年に資本金300万円で６戸（３戸に30代夫婦の
後継者がいる）による法人化、５月の農繁期などに８人
程度の季節雇用、冬季（11月～２月）は自宅待機、耕作
面積184ha、秋まき小麦（48ha）春まき小麦（13ha）大
豆（33ha）小豆（２ha）甜菜（ビート、砂糖大根45 ha）
玉ねぎ（43 ha）を栽培、約２億３千万円の収入内玉ねぎ
が１億７千万円を占めている、１戸当たり年俸1000万円
（主600万円、妻400万円）離農する農家も増える傾向にあ
るが１戸当たりの経営面積の増え、面積拡大をしたいが
農地が手に入らない今後経営内容を考えているとの事で
あった。

໐北海道中央部、南幌町、農業法人㈲ライフ（代表　本間秀正氏）
　平成15年に出資金300万円で５戸（２戸は兼業農家で
従業員１人）による法人化、機械は当初持ち寄りし、更
新時に台数減、耕作面積135ha　水稲（54ha、6000万
円）春小麦（30 ha、900万円）大豆（13ha、350万円）
キャベツ（10 ha、3400万円）甜菜（ビート、砂糖大根
86ha、42万円）ピーマン（ハウス50ｍ×13棟、900万
円）、その他でニラ、トマト、ニンニクを栽培、粗収入
約２億１千万円、（交付金、共済金、農地水を含む）、退
職金700 ～ 1000万円、害虫防止のため、あぜ道にハーブ
を植え農薬使用量減等による循環型農業に取り組んでいる。

日時　平成26年8月25日（月）～28日（木）
場所　北海道・津別・大空町・南幌町・札幌市

農業法人（おんねファーム）にて西原社長の説明を受ける

大空町での研修

農業法人（ライフ）本間社長の説明を受ける

所感
　北海道は、経営面積が広く（平均20ha前後）法人化しやすい状況にある。さらに、収入、給与、
福利厚生（社会保険、厚生年金、失業保険の適用等）において本村とは比べものにならない現状
を目の当たりにすることができ、多くのことを考えさせられた。
　また、本村の１農家当たり経営面積は約１haでそれぞれの農家が農地を持ち寄り法人化しても、
農業所得の向上の為には高反収入の作物ではないと多くの農家が参加することは難しく、法人化
する農家も増えにくいのではないかと感じた。
　本村では利水事業の未達成で広大な農地が有効活用されないまま眠ってしまっている。法人化、
経営規模の拡大、農業所得の向上の為にはこの農地の有効利用が欠かせないと改めて考えさせら
れた研修であった。

以上のとおり報告します。　　　　　　　　　
平成26年10月　　　　　　　　　

相良村議会　
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委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

吉
松　

啓
一

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

議員研修議員研修

南幌町　水田　農業法人ライフ

津別町　おんねファーム　収穫前のタマネギ畑

南幌町　ビニールハウス（ピーマン）

　

先
の
10
月
の
大
型
台
風
19
号
は
、

鹿
児
島
県
枕
崎
市
付
近
に
上
陸
し
、

九
州
南
部
を
横
断
し
た
。
人
吉
市
で

は
市
内
全
域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ

れ
、
湯
前
町
横
谷
で
は
、
12
日
午

前
３
時
か
ら
13
日
午
後
３
時
ま
で
に

１
９
９
．５
㎜
の
雨
が
降
っ
た
。
県

に
よ
る
と
台
風
19
号
に
伴
い
県
内
に

設
け
ら
れ
た
避
難
所
は
、
全
45
市

町
村
３
５
８
ヶ
所
、
避
難
し
た
人

（
自
主
避
難
含
む
）
２
０
５
１
世
帯

２
８
０
１
人
に
上
っ
た
。
風
雨
の
影

響
で
目
立
っ
た
人
的
被
害
・
家
屋
倒

壊
な
ど
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

新
幹
線
や
在
来
線
、
高
速
バ
ス
な
ど

と
、
運
転
見
合
せ
る
な
ど
が
相
次
い

だ
。

　

近
年
で
は
、
気
象
情
報
の
精
度
が

上
が
り
予
測
や
、
様
々
な
注
意
項
目

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
事
で

事
前
に
災
害
対
策
を
講
じ
る
事
が
出

来
る
様
に
な
っ
た
。
村
民
の
皆
様
、

体
に
は
充
分
に
気
を
付
け
生
命
財
産

を
守
る
為
に
も
〝
備
え
る
〞
事
を
念

頭
に
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

広
報
委
員
長　

市
岡　

智
惠

コスモス

前田新村構造改善センター
介護予防拠点施設整備事業として


